
 

様式第２(第５条関係) 

会議録 

 

１ 附属機関の名称 

  犬山市社会教育審議会 

 

２ 開催日時 

  令和８年６月１日（月） 午後１時３０分から３時００分まで 

 

３ 開催場所 

  市役所 ４０１会議室 

 

４ 出席した者の氏名 

 ⑴ 委員 横井耕市、杉本裕子、森岡万朱衣、伊藤恵以知、奥村千枝男、 

小倉志保、黒木夕子 

       

 ⑵ 執行機関 勝村教育長、加藤教育部長、 

        【文化推進課】阪下課長、星野課長補佐、中島市民文化会館長、 

       大黒図書館長、蚊口主事、武内社会教育指導員 

【スポーツ交流課】坂野課長、後藤課長補佐 

 

５ 議題 

  ⑴ 役員選出について 

⑵ 令和７年度第２回社会教育審議会の報告について 

 ⑶ 令和７年度社会教育主要事業報告について 

 ⑷ 令和８年度社会教育主要事業計画について 

 ⑸ 令和８年度社会教育委員の組織について 

 ⑹ 令和８年度社会教育委員事業計画について 

 ⑺ 意見交換 

 

６ 傍聴人の数 

  ０人 

 

７ 内容 

⑴ 役員選出について 

   犬山市社会教育審議会規則第３条第２項に基づき委員の互選により、横井会長、 

奥村副会長と定めた。 

 

⑵ 令和７年度第２回社会教育審議会の報告について 

   （事務局から内容について資料で説明） 

   森岡委員）   楽田ふれあい図書館を夏休みに開館してもらいたいという要望 

の回答はどうなったのか。 

     事務局）     夏休み期間については本館の開館時間を早めているため、楽田

ふれあい図書館まで開館することは難しい。楽田には児童セン



 

ターやふれあいセンター等他の施設もあるため利用いただけ

たらと前回回答した。楽田ふれあい図書館は土日開館だが、通

常の利用状況も伸びていない。まずは土日の利用を伸ばしたい。 

   森岡委員）   土日の開館であるため利用が少ないのではないか。 

   事務局）    不特定多数の人が出入りすると学校のセキュリティ的にも問題 

がある。 

杉本委員）     子供は土日も忙しい。夏休みに関しては子供の居場所のひとつ 

として開館してほしい。 

   事務局）    楽田ふれあい図書館は令和２年から開館しており当初 12 時 30

分開館であったが、更に図書館を地域の方に利用してもらえる

よう 10時 30分開館とした。机のスペースを設け、土日に人が

集まったり、ワークショップができたりするようにしているが、

時間が経つにつれて利用者が減少している。現在は地域の人に

利用してもらえるよう、イベントを行うなどして認知度をあげ、

土日の利用者を増加させることからはじめたいので、もう少し

時間をいただきたい。 

 

 ⑶ 令和７年度社会教育主要事業報告について 

   （事務局から内容について資料で説明） 

奥村副会長）   羽黒中央公園多目的スポーツ広場の人工芝張替について、使用   

        料が倍になったが利用率の低下はなかったか。 

事務局）     今までの利用者がそのまま利用されているため、利用率の低下 

はない。人工芝の張替は非常に高額だが、10～15年に 1回は対

応が必要。受益者負担の率は 50％を想定しており、今回値上げ

した分については次回の人工芝張替の費用に充てる基金とす

るためご理解いただきたい。 

横井会長）   エナジーサポートアリーナのネーミングライツ料が安い。 

南部公民館は改修工事で休館中だが、利用者への周知ができて 

いるか。 

伊藤委員）     南部公民館の改修工事について、利用者への周知もしっかりな 

されており、施工後の状況を見せてもらったが展示室が大変 

きれいになっていた。 

 

 ⑷ 令和８年度社会教育主要事業計画について 

   （事務局から内容について資料で説明） 

   質問事項なし 

 

  ⑸ 令和８年度社会教育委員の組織について 

   （事務局から内容について資料で説明） 

   質問事項なし 

 

 ⑹ 令和８年度社会教育委員事業計画について 

（事務局から内容について資料で説明） 



 

質問事項なし 

 ⑺ 意見交換 

   黒木委員）    地域と学校の連携がコロナ禍以降希薄になっている。持続可能 

な地域と学校の連携ができる場があれば情報を教えてほしい。 

   小倉委員）    働いている方が困っていることはないか。小中高生が勉強でき

る場が犬山に少ない。子供の行き場所がないと感じる。今ある

場所を利用しつつ、勉強できる環境づくりをしてほしい。 

      奥村副会長）  コミュニティ活動をするにあたって参加する人が偏る。東コミ

ュニティは対象層を決めたそれぞれのイベントを行っている。

子供は親や地域の人を見て育つため、住民同士のつながりの場

を見出していくことが必要。 

      横井会長）   社会教育は更に一歩踏み込まなければならない。保護者の意見

を関係の場所に伝えて返ってきたものを保護者へ届ける必要

がある。今の一番の問題は部活。今あるものを活用して部活の

不自由な点の解消をすることは大人がしなければならない。変

革の時期であるため学んできたことを提案していきたい。 

 

 

令和８年８月  日 

 

上記に相違ないことを確認する。 

               （署名）               

 

               （署名）               

 


